
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11 月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ” で検索してください。

「破風山から見た皆野町」
破風山へは８コースあり、
皆野アルプスコースもそ
の一つ。急峻なコースも
あるので注意が必要です。
大渕登山口から頂上を
経て、華厳の滝へ向かう
皆野アルプスコースは人気があります。

平成 27 年 9 月定例会
2015 年 11 月 1 日 発 行
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９月定例会　
「議会はここに注目！」
 　　　平成 26年度決算を認定

町に聞きました

 ５名の議員が一般質問

事務組合議会議員
　　　　　　からの報告



第
15
号
（
平
成
27
年
９
月
定
例
会
）

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。

2

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

 平成 27 年　第３回（９月）定例会

平成 26 年度歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 42億　330万円 39億 9529万円 ２億　801万円
国 民 健 康 保
険 特 別 会 計 14億7041万円 13 億 2911万円 １億 4130万円
介 護 保 険
特 別 会 計  10億3030万円 ９億 5947万円 7083万円

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計  １億2383万円 １億 2345万円 37万円

合 計 68億 2786万円 64億　733万円 ４億 2052万円

　
皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
16
日
か
ら
17
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
町
長
提

出
議
案
16
件
（
認
定
４
件
、
同
意
４
件
を
含
む
）
を
審
議
し
ま
し

た
（
審
議
結
果
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
５
名
が
行
い
「
観
光
行
政
」「
防
災

対
策
」「
教
育
行
政
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

９
月
定
例
会
　
平
成
26
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

質
疑

持
家
住
宅
土
地
使
用
料
の
収

入
は
、
約
９
８
６
万
円
。
支
出
で
あ

る
持
家
住
宅
用
地
借
上
料
は
、
約
１

０
５
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
使
用

料
よ
り
借
上
料
が
大
き
い
理
由
は
。

答
弁
持
家
土
地
使
用
料
は
76
人
か
ら

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
持
家
団
地
内
の

道
路
敷
地
分
等
は
使
用
者
負
担
で
な
く

町
負
担
と
し
て
い
る
関
係
で
、
地
主
へ

の
借
上
料
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

42
億　

３
３
０
万
円

39
億
９
５
２
９
万
円

一般
会計
歳
入

歳
出

決
算
に
関
す
る

主
な
質
疑

み〜な

2270 万円（25 件）
子育て世帯等定住促進事業  （総務費）

子育て世帯定住促進奨励補助金は、町に定住する「子育て世帯」
「新婚世帯」「転入者」等が新たに住宅を取得した場合の補助金です

主な事業
平成26年度
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平成 26 年度 決算を認定

質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
問
い
合

わ
せ
に
対
応
す
る
臨
時
職
員
採
用
の

期
間
と
研
修
は
。

答
弁

採
用
期
間
は
、
平
成
27
年
12

月
～
平
成
28
年
３
月
ま
で
で
、
週
３

日
。
12
月
の
う
ち
に
研
修
を
受
け
て

も
ら
い
ま
す
。

質
疑

情
報
漏
れ
が
心
配
さ
れ
る
中
、

カ
ー
ド
交
付
事
務
を
臨
時
職
員
に
対

応
さ
せ
る
の
で
す
か
。

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
１
６
３
万
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
40
億
９
８
４
１

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
決

定
・
決
算
確
定
に
よ
る
繰
越
金
の
増

額
。
歳
出
に
よ
る
主
な
追
加
・
増
額

補
正
は
、
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
奨

励
補
助
金
、
道
路
新
設
改
良
費
（
町

道
皆
野
２
１
３
号
線
）、
消
防
施
設

費
、
林
道
整
備
費
（
能
林
線
）
の
増

額
等
々
で
す
。
ま
た
、
学
童
保
育
所

整
備
事
業
の
国
庫
補
助
金
の
内
示
が

あ
り
、
こ
れ
に
関
わ
る
地
方
債
の
発

行
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
皆
野
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

質
疑
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、

即
戦
力
と
な
る
林
業
従
事
者
の
育

成
を
図
る
目
的
で
、
今
年
２
月
か

ら
９
月
ま
で
の
継
続
事
業
で
３
名

の
方
が
実
習
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
森
林
組
合
等
で
の
雇
用
が
継

続
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
１
名
に
つ
い
て
は
、
８
月
末

を
も
っ
て
他
の
仕
事
に
つ
く
と
い
う

こ
と
で
現
在
は
２
名
で
す
。
雇
用
の

継
続
に
つ
い
て
の
明
確
な
確
認
は
、

現
在
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

質
疑

町
営
住
宅
の
修
繕
料
と
し
て

約
１
１
４
８
万
円
の
支
出
で
あ
る

が
、
何
件
く
ら
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム

な
の
か
。

答
弁

大
き
く
は
、
下
大
浜
団
地
12

戸
の
外
壁
修
繕
工
事
費
約
３
０
１
万

円
。
昭
和
56
・
57
年
に
建
設
さ
れ
た

金
崎
団
地
は
耐
用
年
数
を
迎
え
る
状

況
で
床
等
の
傷
み
も
あ
り
退
居
時
に

「
居
室
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
行
っ
て
い

る
、
そ
の
３
戸
分
で
約
７
４
０
万
円

で
し
た
。

質
疑

道
の
駅
に
「
観
光
ト
イ
レ
」

が
増
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
型
バ

ス
の
乗
り
入
れ
も
多
く
な
り
、
観

光
客
も
増
え
、
農
産
物
直
売
所
等

で
は
好
調
な
状
況
に
あ
る
よ
う
で

す
。
関
連
し
て
「
道
の
駅
」
の
進

入
路
（
町
道
）
の
大
規
模
改
修
が

今
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
等
の
関
係
も
あ
り
、

い
つ
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

現
在
、
測
量
し
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
発
注
を
考
え
て
い
ま

す
。

答
弁

国
か
ら
の
通
知
で
、
機
械
操

作
も
臨
時
職
員
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ

て
は
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

質
疑

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
奨
励

補
助
金
の
現
在
の
申
請
件
数
は
、
ど

の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
８
月
12
日
現
在
、
18
件
１
６

１
５
万
円
で
す
。

2000 万円

道の駅整備事業  （商工費）

道の駅みなのトイレ新築工事補助金

緊
きんきゅうこようそうしゅつじぎょう

急雇用創出事業
厚
こうせいろうどうしょう

生労働省の失
しつぎょうしゃたいさく

業者対策の制
せ い ど

度です。国
くに

の交
こうふきん

付金で県
けん

が基
き き ん

金をつくって市
しちょうそん

町村に補
ほ じ ょ

助し、
雇
こ よ う

用を生
う

み出
だ

します。自
じ ち た い

治体が直
ちょくせつこよう

接雇用する方
ほうほう

法だけでなく、企
きぎょう

業や NPO 法
ほうじん

人に事
じぎょう

業を
委
いたく

託することもできます。

全面改良予定の町道 213 号線
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

 平成 27 年　第３回（９月）定例会

　いじめ防止対策推進法の規定に基づ
き、「いじめ問題対策連絡協議会」「い
じめ問題専門委員会」を設置し、いじ
めの発生を防止するとともに、発生が
あった場合には対処する組織である

（常設）。重大事態の場合、町長の判断
で「いじめ問題調査委員会」を設置す
ることができるとしたものである。

議案 24 号
いじめ問題対策連絡
協議会条例の制定

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

９
月
定
例
会
　
平
成
26
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

　「国際平和支援法案」「平和安全法制
整備法案」は憲法 9 条を実質的に改変
する法案である。これはつまり、戦争
放棄をうたった憲法 9 条に違反するこ
とは明白である。集団的自衛権を盛り
込んだ安全法制法案については、今国
会での強行採決をせず、慎重審議を強
く求める。（総務教育厚生常任委員会
に付託されました）

　皆野町金沢運動場は、金沢小学校の閉校に伴って町営
社会体育施設として管理していましたが、旧金沢小学校
の財産処分により、町が管理する運動場から除かれます。

議案第 28 号　
皆野町営体育施設の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

　旧金沢小学校の補助金等に係る処分に伴い、貸与額に
係る補助金相当額の基金積み立てのための条例制定で
す。
　補助金を受けて建設された、旧金沢小学校施設を他の
施設に貸与する場合、貸与額に対する国庫補助金相当額
を学校教育施設整備基金として積み立てていくことが、
財産処分の承認条件となっているものです。

積立額
平成 27 年度（平成 27 年９月〜平成 28 年３月）

29 万4560 円
平成 28 年度〜平成 31 年度（各年度）

50 万 4961 円
平成 32 年度（平成 32 年４月〜平成 32 年８月）

21 万  400 円

議案 25 号　
皆野町学校教育施設整備基金の
設置、管理及び処分に関する条例の制
定について

人事案件

教育委員会
教育長

豊田尚正氏

教育委員会
委員

横田有正氏 田島伸一氏 堀口喜久氏

監 査 委 員 公平委員会
委員

教育委員会教育長・委員の任命、監査委員・公平委員会委員の選任に同意しました。

（皆野町大字皆野） （皆野町大字三沢） （皆野町大字三沢） （皆野町大字三沢）

『「国際平和支援法案」
「平和安全法制整備法

案」の慎重審議を求める意
見書』の提出を求める請願

可
決

可
決

可
決

付 

託
委
員
会

同
意
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平成 27 年９月定例会で審議された議案 審議結果

平成 26 年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 26 年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 26 年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 26 年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

皆野町いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定について 原 案 可 決

皆野町学校教育施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

平成 27 年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

平成 27 年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

平成 27 年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

教育委員会教育長の任命について 原 案 同 意

教育委員会委員の任命について 原 案 同 意

監査委員の選任について 原 案 同 意

公平委員会委員の選任について 原 案 同 意

『「国際平和支援法案」「平和安全法制整備法案」の慎重審議を求める意見書』の提出を求
める請願 委員会付託

町

長

提

出

議

案

請
願

小杉修一 議員
  1. おやはな河原の管理等について
  2. 町報 7 月号第 600 号に感じて
  3. マイナンバー制度の円滑な実施に   
  　向けて

常山知子 議員
  1. 防災対策の山林整備と山の資源を
　　　活かした取り組みについて
  2. 学校給食の地産地消をさらに進め  
  　るために

大野喜明 議員
    1. 全国学力テストと道徳教育について
    2. 新教育委員会制度への移行と今後の 
    　期待について
    3. あいさつ運動でまちづくりを

 林　　豊 議員
    1. 防災行政無線の改良結果
    2. 小学校統合について
    3. 日独友好事業について

内海勝男 議員
    1. 防災対策について
    2. 空き家対策について

　9月定例会では、町民を代表して５名の議員が質問を行いました

一 般 質 問 項 目 全13項目

み〜な
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土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

き
、
町
内
の
基
礎
調
査
が

実
施
さ
れ
、
調
査
結
果
の
説
明
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
不
安

や
要
望
を
受
け
て
、
防
災
に
ど
う

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
か
。

（
建
設
課
）
町
が
所
管
す

る
河
川
の
改
修
工
事
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
適
切
に
執
行
し

て
い
き
ま
す
。
県
の
事
業
に
つ
い

て
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
総
務
課
）
町
が
見
直
し
を
し

て
い
る
地
域
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
、
県
が
指
定
し
た
警

戒
区
域
・
特
別
警
戒
区
域
を
盛
り

込
み
、
土
砂
災
害
に
備
え
て
地
域

の
情
報
収
集
、
自
主
的
避
難
と
安

全
な
避
難
経
路
の
説
明
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
（
産
業
観
光
課
）
現
在
、
具
体

的
な
間
伐
事
業
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
国
庫
補
助
等
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
野
沢
藤
原
地
区
の
道
路

脇
の
木
の
伐
採
事
業
が
９

月
末
で
終
了
し
ま
す
。
伐
採
さ
れ

た
木
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
危

険
で
す
。
今
後
予
算
を
と
っ
て
整

備
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
の
厳
し
い
財
政
の
中
で
、

そ
こ
ま
で
や
り
き
れ
ま
せ

ん
。

山
の
資
源
を
生
か
し
た
取

り
組
み
、
山
林
整
備
を
進

め
る
中
で
、
間
伐
材
な
ど
を
利
用

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
さ
せ
て

い
く
。
町
に
働
く
場
所
を
つ
く
り
、

町
を
活
性
化
さ
せ
る
。
こ
れ
は
今
、

政
府
か
ら
作
成
を
求
め
ら
れ
て
い

る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
で
は
な

い
で
す
か
。
考
え
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
。研

究
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

防
災
対
策
の
山
林
整
備
と
山
の
資
源
を

活
か
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

親
鼻
橋
下
の
河
原
を
利
用

す
る
事
業
者
の
募
集
が
３

月
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

親
鼻
橋
河
原
利
用
調
整
協

議
会
を
設
置
し
、
そ
の
審

査
の
結
果
、
河
原
利
用
者
が
秩
父

鉄
道
株
式
会
社
に
決
定
し
、
こ
の

た
び
「
リ
バ
テ
ラ
ス
長
瀞
」
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
エ
リ
ア
兼
駐
車
場
・
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
親
水
エ
リ
ア
・
売
店

エ
リ
ア
・
仮
設
管
理
場
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
三
沢

川
流
入
部
分
が
親
水
エ
リ
ア
で

す
。

秩
父
鉄
道
に
は
、
ぜ
ひ
民

間
の
活
力
で
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
親
水
エ

リ
ア
で
は
天
然
の
岩
か
ら
飛
び
込

み
も
で
き
、
都
会
の
ほ
う
か
ら
来

る
人
た
ち
も
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
荒

川
本
流
で
は
、
我
々
は
親
鼻
の
お

祇
園
で
宵
闇
の
中
お
神
輿
を
担
い

で
急
流
を
渡
る
の
で
言
い
難
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
安
全
管
理
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

本
流
沿
い
に
注
意
看
板
を

10
カ
所
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
と
の
使
用
契
約
書

に
も
、
そ
の
旨
記
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
か
。

当
面
、
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
三
分
野
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
手
続
で

使
用
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
１
月

か
ら
国
の
機
関
で
の
情
報
連
携
が

行
わ
れ
、
7
月
か
ら
は
地
方
公
共

団
体
等
も
含
め
た
情
報
連
携
が
行

わ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
で
町
民
に
は
何
か
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
で
す
か
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速

な
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

親
鼻
河
原
の
利
用
等
に
つ
い
て

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

９
月
定
例
会　
平
成
26
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」
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こ
の
夏
で
改
良
工
事
が
終

了
し
た
は
ず
だ
が
、
結
果

は
ど
う
か
。
先
日
の
常
総
市
の
災

害
時
で
は
、
風
雨
で
聞
こ
え
な
い

よ
う
だ
っ
た
が
。

工
事
の
結
果
、
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、
荒
天

の
際
に
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
要
望
】
こ
の
方
式
で
の
改
良
は
こ

こ
ま
で
と
し
て
、
今
後
は
近
隣
市
町

と
と
も
に
メ
ー
ル
や
そ
の
他
有
効

な
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
要
望
。

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

５
年
、
10
年
先
を
考
え
、

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

意
見
・
考
え
を
聞
く
た
め
の
検
討

組
織
を
設
け
る
べ
き
と
思
う
が
。

平
成
12
年
の
統
合
問
題
の
答

申
で
、荒
川
を
挟
ん
で
皆
野・

国
神
の
２
校
と
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

【
要
望
】
1
校
統
合
に
向
け
て
、「
統

合
問
題
検
討
委
員
会
」
の
設
置
を
強

く
要
望
す
る
。

日
独
友
好
事
業
に
つ
い
て

日
独
友
好
協
会
の
事
務
局

を
教
育
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
も
新
た
な
体

制
に
な
る
に
当
た
り
、
協
会
自
身

に
事
務
局
を
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
。

ま
た
来
夏
、
招
待
を
受
け
て
い
る

が
、
町
か
ら
３
０
０
万
円
余
り
の

金
を
出
す
の
だ
か
ら
、
派
遣
は
特

定
の
団
体
で
な
く
、
広
く
公
募
す

る
べ
き
と
思
う
。
こ
の
事
業
は
、

町
民
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
も
見
え
る
が
。

今
後
も
教
育
委
員
会
に
事

務
局
を
や
っ
て
も
ら
う
。

派
遣
に
つ
い
て
も
協
会
に
ふ
さ
わ

し
い
団
体
を
選
定
し
て
も
ら
う
。

こ
の
事
業
は
、
広
報
や
バ
ザ
ー
の

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

の
で
、
認
知
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

【
要
望
】
派
遣
に
つ
い
て
は
、
公
平
・

公
正
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

本
年
４
月
に
実
施
し
た
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
皆
野

の
結
果
は
ど
う
か
。
テ
ス
ト
の
目

的
は
、
教
師
の
授
業
力
向
上
と
し

て
い
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

小
６
・
中
３
と
も
に
全
国

平
均
を
下
回
り
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
結
果
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
教
師
力
の
向
上
を
図
り
、

各
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

道
徳
教
育
の
教
科
格
上
げ

い
ま
こ
そ
思
い
や
り
の
心
、

規
範
意
識
を
育
む
た
め
、

検
定
基
準
に
合
し
た
教
科
書
で
学

ぶ
こ
と
が
大
切
と
思
う
が
。

教
科
格
上
げ
は
、
小
・
中

学
校
で
平
成
30
年
度
・
31

年
度
か
ら
実
施
予
定
で
す
。
今
後
、

道
徳
教
育
の
学
習
に
教
師
の
指
導

力
を
期
待
し
、
子
供
た
ち
が
人
間

性
・
社
会
性
を
持
っ
た
人
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
改
革
が
実
施

さ
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
と
、

改
革
へ
の
期
待
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
・
教
育
委
員
は
、

首
長
が
任
命
す
る
。
責
任

体
制
の
明
確
化
・
迅
速
な
危
機
管

理
体
制
の
構
築
・
教
育
大
綱
を
首

長
が
策
定
・
総
合
教
育
会
議
の
設

置
と
首
長
が
招
集
す
る
等
が
主
な

改
革
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
ら
が

機
能
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
で
町
づ
く
り

「
あ
い
さ
つ
」
は
社
会
生

活
の
基
本
行
動
で
す
。
役

場
内
等
で
推
進
し
て
い
る
あ
い
さ

つ
運
動
を
町
民
運
動
と
し
て
展
開

し
、
町
づ
く
り
の
も
と
と
し
て
は
。

笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
行
き

交
う
町
づ
く
り
も
行
政
の

仕
事
と
考
え
る
。
今
後
も
区
長
会
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
と
連
携

し
、
推
進
し
ま
す
。

大お
お
の
よ
し
あ
き

野
喜
明
議
員
が
問
う

教
育
行
政
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

幅
広
く
意
見
を
汲
み
上
げ
て

　

防
災
行
政
無
線
改
良
の
結
果
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全
国
的
に
空
き
家
等
が
増

加
し
、
防
災
、
衛
生
、
景

観
面
等
か
ら
地
域
住
民
へ
の
影
響

が
問
題
化
し
て
お
り
、
住
民
の
身

体
・
財
産
の
保
護
、
生
活
環
境
の

保
全
、
空
き
家
の
活
用
等
に
向
け

て
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が

今
年
５
月
に
全
面
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
皆
野
町
に
お
け

る①
空
き
家
の
実
態
調
査
と
推
測
さ

れ
る
要
因
に
つ
い
て
。

②
各
市
町
村
に
は
「
空
き
家
対
策

計
画
の
策
定
」
等
も
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
や
空
き

家
問
題
を
所
管
す
る
担
当
課
は
ど

こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

町
内
に
空
き
家
が
何
軒
あ
る

か
調
査
し
た
も
の
は
、
現
在

あ
り
ま
せ
ん
。

　

空
き
家
の
要
因
と
し
て
、
少
子
・

高
齢
化
・
人
口
減
少
、
若
者
の
東
京

圏
へ
の
流
出
、
世
帯
構
成
の
変
化

等
々
、
多
方
面
に
関
係
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
行
政
区
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査

を
今
後
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
対
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
犯
・
衛
生
・
景
観
・
税
務
等
の

担
当
課
を
総
務
課
で
調
整
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
要
望
】
皆
野
町
に
お
い
て
も
、
空
き

家
は
年
々
増
え
て
い
く
状
況
に
あ
り

ま
す
。
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
生
活
環
境
の
保
全
、
空
き
家
等
の

有
効
活
用
な
ど
「
空
き
家
対
策
計
画

の
策
定
」
に
向
け
て
協
議
会
等
の
設

置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男
議
員
が
問
う

答
弁
「
空
き
家
」
の
実
態
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　

進
め
て
い
き
た
い

編集後記
（編集委員が輪番で書いています）

　旧金沢小学校が廃校になり、約２年半が

たちました。

 ９月議会で、介護予防施設としての活用が

決まり、賃貸契約をしたという報告があり

ました。「今まで緊急避難所になっていま

したが、これからは？」「投票所はどこに？」

「校庭は今までどおり利用できますか？」

という地域の声です。避難所は日野沢のわ

く・ワクセンターに、投票所は新しくでき

る消防団第４分団詰所、校庭は支障のない

限り貸し出します、という答弁でした。

　地域の拠点がなくなった今、今まで学校

が果たした役割をどこが担うのか、考えて

いくことが求められます。　　（常山知子）

　第２回定例会開催 (７月２２日)
秩父広域市町村圏組合議会　議員  大澤径子

　７月 22 日（水）、秩父広域市町村圏組合定例会が開かれ
ました。提出された議案は次の 3 件です。
①秩父広域市町村圏組合行政手続条例の一部を改正する条
　例について
　行政手続の一部を改正する法律が施行されたことにより、
　組合においても、住民の権利・利益の保護・公正の確保・
　透明性の充実を図るため改正するものです。
②一般会計補正予算
　主なものは、新火葬場建設地に埋め立てられていた可燃
　性家庭ごみなどのまじった土砂の掘削・撤去並びに、地
　下水が建物の下に入らないようにする切り回しの工事代
　で、2605 万 7000 円の増額補正でした。撤去したごみは
　重量で 8624 トン、10 トントラック 840 台分に上った
　そうです。
③公平委員会委員の選任について
　任期が満了となる宮前洋一氏にかわり、山根益男氏が選
　任されました。
　以上３議案は全て可決されました。
　定例会終了後全員協議会が開かれ、新火葬場建設工事の
進捗状況についての説明があり、説明終了後、工事現場の
見学を行いました。
　土砂の撤去は、５月８日から６月１日までかかり、工事
の遅れが心配されましたが、その後は順調に進み、予定ど
おり、平成 28 年 10 月部分供用開始、平成 29 年３月全面
供用される見込みです。


